
福祉施設入所者の地域生活移行に関するニーズ調査について 

１ 調査の概要 

（１）目的 

   現行の「第 4期愛知県障害福祉計画」において、成果目標として定めている福祉施設入所者の地
域生活への移行を推進するため、現在、施設に入所している方の地域移行に関するニーズ調査を行

い、本県における課題の整理や今後の取組施策の検討、更には、次期（第 5期）計画における成果
目標設定の際の参考資料とするため。

（２）調査期間 

   平成２９年５月９日から６月２８日まで

（３）調査対象者数 

   ３,８５９人
   ※県内障害者支援施設（69か所）に入所されている県内市町村で支給決定を受けている方
（４）調査方法 

   上記の施設（69か所）にメールで調査票等を送付の上、施設職員による回答の作成を依頼
※ご本人のニーズに係る設問（問 10～問 13）については、施設職員等が、入所者の意思表示  
（態度や表情等を含む）を読み取ることが可能な場合のみ回答を行うこととした。

２ 調査結果の概要（暫定版、一部報告）・・・詳細な分析結果等については 9/21開催の第 2回 WG にて報告予定

基本属性【施設職員回答】 

  ◆男性 2,233人、女性 1,626人
◆平均年齢＝51.6歳
◆障害支援区分 5・6の割合＝81.5% 
◆平均入所期間＝15.0年間
◆入所者の障害種別＝身体障害 735人、知的障害 2,042人、精神障害 14人、身体・知的 773人 等

ご本人のニーズ等【ご本人回答】 

  ◆問 10「あなたは、これから、どこで生活したいと思いますか？（１つ選択）」（回答者数 1,218 人） 

   ①今いる施設で生活していきたい：64.1% 
②違うところで生活していきたい：20.5% 
③わからない         ：14.6% 
④未回答           ：0.7% 

    ◆問 11「問 10 で「①今いる施設で生活していきたい」と回答された方について、それはどうして

ですか？（最大３つ選択）」（回答者数 781人） 

   ①今いる施設が楽しい、安心だから ：62.0% 
②他に生活する場所がないから                    ：26.4% 

   ③施設を出ると、料理・掃除・洗濯などで困るから（家事） ：19.7% 
④施設を出ると、食事・お風呂・トイレなどで困るから（身体介護） ：20.5% 
⑤自活するお金・収入がないから ：5.2% 
⑥今いるところ以外で生活するのは寂しい、自信がないから ：15.1% 
⑦困ったときに、どうすればいいかわからないから ：15.0% 

   ⑧家族や周りの人が心配するから ：21.0% 
   ⑨ここでの生活以外よくわからないから（情報がない、体験したことがない）：14.6% 
   ⑩その他 ：1.5% 
   ⑪未回答 ：0.3% 

地域移行に関するその他の状況【施設職員回答】 

  ◆問 14「この方の地域生活への移行に関するご家族の意向は？（１つ選択）」（回答者数 3,859 人） 

   ①施設での生活を希望している                     ：67.2% 
②地域で安心・安全な暮らしができるのであれば 地域での生活を希望している：3.3% 
③本人の希望のとおりにしたい                     ：2.2% 
④家族がいないため、回答不可                     ：2.5% 
⑤未回答                      ：24.8% 

 ◆問 17「この方は、現在の地域における障害福祉サービスの利用により、地域生活へ移行すること

が可能と考えられますか？（１つ選択）」（回答者数 3,859 人） 

   ①可能 ：12.5% 
②困難 ：63.0% 
③未回答：24.4% 

  ◆問 18「問 17 で「②困難」と判断された方について、それはどうしてですか？（いくつでも選択）」 

   （回答者数 2,432 人） 

   ①現在の地域における環境では、現実的には難しい：78.1% 
②ご本人の強い意向              ：21.3% 
③ご家族の強い意向              ：52.9% 
④その他                   ：3.9% 
⑤未回答                   ：1.4% 

  ◆問 19「「問 18 で「①現在の地域における環境では、現実的には難しい」と判断された方について、

どのようなサービスや支援が充実すれば、可能となる見込みがあると思われますか？（最大３つ

選択）」（回答者数 1,900 人） 

   ①グループホームの充実 ：2.5% 
②グループホーム（身体介護あり）の充実 ：1.8% 
③グループホーム（身体介護・夜間支援あり）の充実 ：53.4% 
④一般住宅への入居支援の充実（保証人の確保に向けた支援等を含む） ：0.5% 
⑤訪問系の障害福祉サービスの充実 ：16.5% 
⑥日中活動系の障害福祉サービスの充実 ：10.9% 
⑦24時間ケア（見守り）が行える体制の整備 ：76.6% 
⑧ご本人のことを理解し、継続的にかかわる人材（寄り添う人）の確保 ：54.6% 
⑨地域における相談支援体制の充実               ：11.3% 
⑩医療的ケアの提供体制の充実 ：21.8% 
⑪その他 ：0.2% 
⑫未回答 ：0.1% 

    ◆問 20「この方の地域生活への移行に向けて、特に調整を要する事項（課題）と考えられることは？

（最大３つ選択）」（回答者数3,859 人） 

   ①ご本人が地域生活への移行に向けた意思を持つこと ：38.8% 
 ②ご家族の理解と協力 ：57.4% 
③地域住民の理解 ：22.2% 
④入所施設におけるこの方の地域生活移行を推進する意識の醸成・支援の充実：31.9% 
⑤相談支援事業所との連携 ：10.0% 
⑥市町村との連携（地域移行に向けたサービスの支給決定を含む）     ：12.3% 

   ⑦調整事項等なし（近日中に地域移行予定）               ：0.1% 
 ⑧その他                               ：3.5% 

   ⑨未回答                               ：26.6% 

参考資料 


